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成人期自閉症スペクトラム障害者の身体的余暇活動に関する研究動向

杉山文乃＊

Literature review of leisure time physical activity for adults with autism spectrum disorder

SUGIYAMA Ayano ＊

Abstract

In Japan, adults with autism spectrum disorder (ASD), have low rates of physical activity. Adults with ASD have 
difficulties spending their leisure time actively. To improve quality of life, it is necessary to encourage “leisure as a state 
of mind” to support their leisure time physical activity. Due to the lack of studies conducted in Japan, physical activities 
for adults with ASD is not clearly understood. Therefore, I reviewed international studies to discover the aspects of 
participation in leisure time physical activity for adults with ASD and factors that influence it. As a result, it was found 
that adults with ASD spend leisure time sedentarily and if engaged in activities those activities were one’s with few social 
interactions such as walking, jogging, and etc. Although there were wide ranges of variations in the personal factors of 
participation of physical activity on adults with ASD, there were commonalities on the findings of environmental factors. 
The environmental factors are the lack of human support and material resources. Therefore, it was suggested that in order 
to improve leisure time physical activities for adults with ASD, it is necessary to provide human support and material 
resources according to individual characteristics and needs.
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I．はじめに
自閉症スペクトラム障害（以下、ASD）のある人

（以下、ASD 者）は、社会的コミュニケーションお
よび対人相互性反応の障害、興味の限局と常同的・
反復的行動といった中核症状 1）に加え、身体的な
不器用さを有している場合があり、それは日常生活
で必要となる基本的な運動課題から体育やスポー
ツ場面で求められる高次な運動課題まで多岐にわ
たることが指摘されている 27）。

ところで、一般的に運動やスポーツには様々な意
義が存在する。スポーツ基本法 24）によると、スポー
ツは、心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、
精神的な充足感の獲得、自律心その他の精神の涵養
等のために個人又は集団で行われる運動競技その
他の身体活動であると記述されている。以上のよう
に、運動やスポーツの中には様々な意義が存在し、

実施者の目的に応じて体育活動や競技、レクリエー
ション活動など様々な活動形態があるが、本研究で
はこれらの活動を総称して身体活動とする。障害と
いう点に着目すると、身体活動は、リハビリテーショ
ン 9）や療育 37）として活用されることもある。特に、
療育としての身体活動の役割は、ASD 者にとっても
重要であり、障害の軽減・改善を目指した身体活動
の手段的な活用に重きが置かれた放課後等デイサー
ビス等の福祉サービスは複数存在する 37）。しかし、
上述した体育活動や福祉サービスにおける身体活
動は、主に学校教育期間（以降、学齢期）までにと
どまっており、高等学校・特別支援学校高等部まで
の学齢期を過ぎた卒後における ASD 者の運動機会
は激減する。例えば、令和元年度に実施された、障
害者のスポーツ・レクリエーションの実施率につい
ての調査結果 38）によると、ASD 者が含まれている
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と考えられる「知的障害者（成人）」と「発達障害
者（成人）」における週 1 回以上のスポーツ・レク
リエーションの実施率は、それぞれ 23.9％、23.3％
であり、同年にスポーツ庁 39）によって実施された
健常者を対象とした調査結果（53.5％）と比較して、
かなり低い実施率であった。さらに、過去 1 年間に
スポーツ・レクリエーションを一度も行わなかった

（「わからない」も含む）と回答した者は、健常者が
20.5％であるのに対し 39）、知的障害者は 57.4％、発
達障害者は 61.9％であり 38）、対象者の半数以上が
1 年間に一度も身体活動を実施していない可能性が
示唆された。また、同調査によると 38）、ASD を含
む発達障害者のスポーツ・レクリエーションの実施
の障壁について、「スポーツ・レクリエーションが
苦手である」と回答している割合が他の障害種に比
べて高かった。こうした苦手さは、ASD 者が有し
ている様々な運動の困難さ 26）に加え、学齢期の体
育活動における望ましくない体験が影響しており、
成人期 ASD 者の身体活動の抑制因子になる可能性
があることが指摘されている 40）。以上のことから、
成人期 ASD 者は、健常者に比べて身体活動の実施
率が低いこと、そしてその背景には障害特性故の運
動の困難さがあるのではないかと考えられた。

成人期 ASD 者の身体活動の実施率を向上するた
めの方法の 1 つとして、その背景となる運動の困難
さを体育やリハビリ、療育といった活動を通して解
決することが考えられる。しかし上述したように、
成人期 ASD 者における運動の改善を目的とした活
動（療育的身体活動）は必ずしも多くない。それに
加えて、七木田 30）によると、運動の不器用さを主
訴とする発達障害であり、ASD との併発率の高い
発達性協調運動障害（DCD）において、10 歳以前
に「適切な指導」を受ければ、運動の不器用さを低
減または消失させることから、幼児期から学齢期で
の適切な対応が望まれるとされている。言い換えれ
ば、10 歳までの早期の介入は効果があるが、それ
以降の介入は効果が期待できないということであ
る。これらのことから、成人期において、ASD 者
にとっては、本質的な運動の困難さがあってもそれ
を改善することが難しいため、療育的身体活動にこ
だわることなく、むしろ余暇として楽しむことを目
的とした身体活動を充実させることが、身体活動の
実施率を高めることに効果があるのではないかと
考えた。

では、成人期 ASD 者は余暇として身体活動を楽
しめているのだろうか。そもそも、成人期ASD者は、
実行機能の問題や過去の失敗体験、新しい体験や予
期せぬ事態に直面することの抵抗感から漫然とし

た日常生活が長期化しやすい 17）ことや、コミュニ
ケーションの困難さから仲間集団や地域のコミュ
ニティーに加わりにくい 16）ことが指摘されており、
孤立な状態になりやすい。こうした特性から、休日
に過ごす人が保護者とだけ、あるいは兄弟姉妹とで
ある者が多く、余暇生活が乏しい 28）ことや、休日
はやることがなく無為にすごしていることが指摘
されており 29）、成人期 ASD 者は余暇の過ごし方に
困難さを抱えている 18）。

WHO44）によると、健康とは、単に病気がない、
虚弱でないということではなく、身体的、精神的、
社会的に満足のいく状態にあることであると定義
されており、この健康の概念に相当する Quality of 
Life（QOL）7）を評価する尺度として WHOQOL26
がある。この尺度には 4 つの下位領域があり、その
うち環境的健康領域には「レクリエーションや余暇
活動への参加と機会」という項目が含まれている。
このことから、余暇を効果的に過ごすことは、健康
にも影響があると考えることができる。先行研究に
よると、身体的余暇活動は長い平均寿命と関連して
いる 25）ことや、身体活動は ASD の有無に関係なく
QOL に影響する予測因子であることが報告されて
いる 10）。以上のことから、余暇の過ごし方に困難
さのある成人期 ASD 者に対して、身体的余暇活動
を支援していくことは、彼らが健康的な生活を営む
上で重要であると考えられる。

ところで、余暇の定義は時代背景に伴い様々な議
論がなされてきた。山田 45）によると、第 2 次世界
大戦後、労働・余暇関係という観点で研究が発展し
たが、その代表的な余暇論研究者の 1 人であるデュ
マズディエは、余暇とは、個人が職場や家庭、社会
から課せられた義務から解放された時、休息、気晴
らし、自己開発のために全く随意に行う活動の総体
であると述べていると指摘している。こうした余暇
の定義を踏まえ、Hurd & Anderson13）は、余暇を「時
間としての余暇」、「活動としての余暇」、「心の状態
としての余暇」の 3 つの観点にまとめている。すな
わち、余暇とは、仕事や義務、生存に必要な時間（食
事や睡眠など）以外の残余時間のこと（「時間とし
ての余暇」）であり、余暇活動とはそのような自由
な時間に従事する一連の活動のこと（「活動として
の余暇」）である 13）。この 2 つの考え方は客観的で
あるのに対し、「心の状態としての余暇」に関して
は、知覚された自由（個人が他の義務から解放され、
他の人からの制御なしに行動する自由）や楽しさや
内在的な動機、自己選択によって決定することが重
要であり、個人の活動の認識を考慮するという点で
より主観的である 13）。
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しかし、「心の状態としての余暇」の観点に照ら
し合わせると、ASD 者の場合は、「心の状態として
の余暇」については十分に検討されているとはいえ
ないかもしれない。なぜなら、ASD 者はその障害
特性から、自分の好き嫌いや興味関心をうまく表現
できない場合があり 29）、彼らの余暇活動は家族や
支援者によって一方的に与えられている可能性が
あるからである。したがって、成人期 ASD 者の余
暇としての身体活動（以下、身体的余暇活動）を支
援していく上で、中山 29）が指摘しているように「与
えられる余暇」ではなく、「自分が楽しむ余暇」で
あるかという点を踏まえて支援方法を検討する必
要がある。

しかし、成人期 ASD 者の身体活動や余暇の問題
については指摘されているものの、国内における成
人期 ASD 者の余暇や身体活動に着目した研究や実
践は少なく、具体的な実態は明らかになっていな
い。そこで本研究は、今後の我が国における成人期
ASD 者における身体的余暇活動支援のあり方を検
討するために、国内よりも先駆的に取り組まれてい
る諸外国の研究をもとに、成人期 ASD 者の身体活
動を含む余暇活動の参加実態やそれに影響する要
因に着目し、これまでに明らかになった成果と今後
の課題を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．方法
文献検索エンジン Google Scholar を用いて論文を

収集し、文献研究を行なった。

1．文献の採択条件
本研究での文献の採択条件は次の通りである。す

なわち、a）ASD の診断のある成人を対象とした研
究であること、b）余暇または身体活動への参加実
態やその要因に関連する研究であること、c）学術
誌に掲載された原著論文 （Doctor 論文や Master 論
文などの学位論文、レビュー論文を除く） であるこ
と、d）英語で書かれた論文であることとした。

2．手続き
まず、検索キーワードには、タイトルに「自閉症

スペクトラム障害」と「成人」が含まれるように、
それぞれに関連するワードを OR でつなぎ、グルー
プ間を AND で掛け合わせた。「自閉症スペクトラ
ム障害」のワードとして、autism と asperger、ASD
を使用し、「成人」のワードとして adult と adults
を使用した。これらの検索ワードを用いて 2019 年
までに発表された海外論文を収集した。その結果、
3055件の文献がヒットした（2020年 3月 10日現在）。
これらの文献から、タイトルに余暇または身体活動
に関連するキーワードが含まれている論文を抽出
した。すなわち、「leisure（余暇）（8 件）「recreation（レ
クリエーション）（6 件）」、「physical activity/exercise

（身体活動 / 身体運動）（27 件）」、に加えて、社会参
加や日常的な活動への参加といった中に余暇とし
ての活動も含まれる可能性があるという理由から

「participation（参加）（22 件）」と、上述の通り、健
康の指標となる生活の質を捉える際に余暇につい
ても触れられている可能性があることから、「quality 

図 1　論文採択の手順
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of life（生活の質）（66 件）」を含む論文を抽出した。
1 つの文献のタイトルに上記キーワードが 2 つ含ま
れる文献が 5 件、3 つ含まれる文献が 2 件あったた
め、抽出論文数は各キーワードの件数（129 件）の
合計よりも少ない 120 件であった。これらの論文に
ついて、タイトル及び、出典、アブストラクトから、
採択条件に当てはまるかどうかを確認した。そし
て、研究対象が成人期の ASD 者ではない論文（Adult 
Spinal Deformity（ASD）、成人期 ASD 者の親など）
15 件、学術誌に掲載されたものではない文献（書
籍や学会抄録など）14 件、学位論文 22 件、レビュー
論文 6 件、英語以外の言語で記述された論文 2 件、
余暇または身体活動に関する記述がない論文 3 件、
その他入手が困難であったもの（現在継続中の研究
プロジェクト、URL が削除されているものなど）3
件、合計 65 件を除外した。次に、本文から、余暇
活動や身体活動の参加実態やそれに影響する要因
に関する論文を抽出した。その結果、36 件を除外し、
最終的に 19 件の論文を分析の対象とした。

Ⅲ．結果
1．採択された論文の概要

本研究において最終的に採択された 19 件の論文
における研究実施国は、アメリカが 12 件、カナダ
と台湾が 2 件、オランダ、イギリス、スウェーデ
ン、スペイン、ナイジェリアがそれぞれ 1 件であ
り、本研究で採択された論文の多くはアメリカで実
施されたものであった。論文の発行年は、2004 年
が 1 件、2010 年が 1 件、2011 年が 3 件、2013 年が
1 件、2014 年が 3 件、2015 年が 1 件、2016 年が 1 件、
2017 年が 2 件、2018 年が 2 件、2019 年が 6 件であり、
本研究で採択された論文は直近 10 年以内に行われ
た研究であった。

また、採択された 19 件の論文のうち、タイトル
に余暇（Leisure）が含まれる論文は 1 件、レクリ
エーション（Recreation）は 2 件、身体活動（Physical 
Activity）は 8 件、参加（Participation）は 8 件、生
活の質（Quality of Life）は 5 件であった。成人期
ASD 者を対象とした研究の中で、余暇に着目した
研究は少なく、社会参加や生活の質と言った文脈の
中で彼らの自由な時間における活動を捉えている
研究が多く見られた。

次に、本研究で採択された論文における研究方法
について、ASD 者の家族に対するインタビュー調
査またはアンケート調査を行った研究が 7 件、当事
者を対象とした介入研究が 4 件、ASD のある当事
者と家族などの保護者に対するインタビュー調査
を行った研究が 3 件、ASD のある当事者の生理学

的データをサンプリングした研究が 2 件、ASD の
ある当事者に対するインタビュー調査またはアン
ケート調査を行った研究が 2 件であった。このこと
から、余暇活動や身体活動の参加実態やそれに影響
する要因について、ASD のある当事者に対して直
接的に明らかにする研究は少なく、ASD のある当
事者である本人の行動や ASD のある当事者に近い
存在である家族からの回答によって明らかにしよ
うとする研究が多く見られた。

2．身体活動を含む余暇活動への参加実態
成人期 ASD 者の仕事や学業以外の自由な時間に

おける活動としての余暇活動について調査した論
文を整理した。その結果、活動内容に着目している
ものと、他者との交流に着目しているものに分ける
ことができた。

2‒1．成人期 ASD 者の余暇における活動内容
McCollum et al., 23）は、18 ～ 25 歳の知的障害の

ない ASD 者 24 名を対象に、Adolescent and Young 
Adult Activity Card Sort（AYA-ACS）を使用して日
常的な活動への参加状況を調査した。AYA-ACS は、
家事や余暇活動、社会的交流、健康志向の活動、教
育的活動、仕事、育児の 7 つのカテゴリーに分類さ
れる様々な活動（全 70 項目）への参加状況を評価
する尺度である。対象者はそれぞれの活動に関する
絵または写真を見て、過去 6 ヶ月の間にその活動に
参加しているか、していないかを回答し、さらに、
参加していない場合は、その活動に興味があるか
参加してみたいと思うかを回答する。ここでは、A 
YA-ACS のカテゴリーのうち、「余暇活動」と「健
康志向の活動」に着目して結果を見てみると、全て
の対象者（100％）が行っていた活動は、「テレビ
を見る」や「音楽またはラジオを聴く」、「自身を
労わる」であった。同様に、Wang & Berg43）は、台
湾版の AYA-ACS を使用し、知的障害のない 11 名
の成人期 ASD 者と 11 名の定型発達の成人（いわゆ
る健常者）の活動参加状況を調査した。その結果、
ASD のある対象者全員（100％）が行っていた「余
暇活動」および「健康志向の活動」は、「音楽また
はラジオを聴く」や「本を読む」、「インターネット
を見る」、「TV を見る」であることが報告されてい
た。また、Turcotte et al.,42）は、19 ～ 34 歳の成人期
の ASD 者 3 名とその保護者に対して日常的な活動
について半構造化インタビュー調査を行った。その
結果、対象者は、「コンピューターで遊んだり、音
楽を聴いたり、本を読んだりして過ごしている」や

「座りがちで孤独な活動に多くの時間を費やしてお
り、コンピューターで遊んだり、インターネット
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サーフィンをしたりしている」、「プールで遊んだこ
ともあるが、それは本当に楽しいと思うものではな
く、社会的義務のようだった」と語っており、社
会活動や身体的余暇活動に参加することが少ない
ことを報告していた。さらに、成人期の ASD 者と
学齢期の ASD 児における身長や体重、体脂肪率等
の体組成と身体活動レベルの関連を調査した研究 8）

によると、成人期の ASD 者は学齢期の ASD 児に比
べて座って過ごす時間が多く、身体活動量が有意に
少ないことが報告されていた。このように、成人期
ASD 者はテレビを見たり、音楽やラジオを聴いた
り、趣味に没頭したりするなど家の中で座って行う
活動、いわゆるセデンタリーな活動が多いという特
徴が示されていた。

ところで、障害の有無にかかわらず、健常の青年
もまた加齢に伴いセデンタリーな活動が多くなる
傾向がある。しかしながら、こうした特徴はより成
人期 ASD 者の特有のものであることが示唆されて
いた。例えば、Benson et al.,2）が行った成人期 ASD
者と健常者における、睡眠の質と身体活動の違いを
調査した研究によると、成人期 ASD 者は健常者に
比べて適度に活発的な身体活動時間が有意に少な
いことが明らかになっていた。また、Wang & Berg 
43）が行った台湾版 AYA-ACS を用いた活動参加状
況に関する健常者との比較研究によると、成人期
ASD 者は健常者に比べて「テレビを見る」の実施
率は有意に高いことが示された。

さらに、他の障害と比較しても同様の傾向が見ら
れた。例えば、Totsika et al.,41）は知的障害者の ASD
の有無による活動レベルの違いを調査した。活動レ
ベルは、社会的相互交流や家庭的活動、個人的活動、
余暇活動、教育的活動に従事した時間の合計で比較
された。その結果、ASD のある知的障害者は ASD
のない知的障害者と比較して活動レベルが有意に
低いことが示されていた。また、DaWalt et al.,6）は、
FXS（脆弱性 X 症候群）と知的障害のある成人期
ASD 者における社会活動とレクリエーション活動
への参加頻度の違いを調査した。その結果、FXS
の成人と比較して、「レクリエーション活動への参
加」と「スポーツをする」において実施頻度が有意
に低いことが示されていた。以上のことから、セデ
ンタリーな活動は成人期 ASD 者の特徴であること
がわかった。

成人期 ASD 者はセデンタリーな活動をしている
ことが多い反面、日常的な運動を全く行なってい
ないわけではない。しかし、その内容は、ジムな
どの地域資源を活用したりコミュニケーションが
必要なルールのあるスポーツをしたりすることは

少なく、社会交流を要求されないですむ個人でで
きる身体活動、もしくは、予め設定された場によ
るレクリエーション活動である傾向があることが
示された 3）， 4）， 32）。例えば、Bishop et al.,4）が、24 ～
55 歳の ASD 者 67 名を対象に行ったレクリエーショ
ン活動への参加状況に関する調査結果によると、多
くの対象者が TV やビデオゲーム（95.0％）や趣味

（86.7％）を 1 週間に少なくとも 1 回以上行ったと
回答した一方で、対象者の約 3 分の 2（68.3％）が、
少なくとも 1 週間に 1 回は、軽運動（ジョギング、
ウォーキング、空手、縄跳び、体操、ダンス）をし
ていたと報告している。しかし、ジムでのエクサ
サイズ（25.0％）、活動的なスポーツ（13.3％）を 1
週間に 1 回以上行った対象者は少なかった。また、
Orsmond et al.,32） は、青年期の ASD 者 185 人と成人
期の ASD 者 50 人を対象に仲間関係と社会的レクリ
エーション活動に関する調査を行なった。その結果、
対象者の 41.3％は 1 週間に 1 回趣味に取り組んでい
た一方で、対象者の 74.5％が少なくとも 1 週間に 1
回は散歩やその他の軽運動に取り組んでおり、対象
者の 38.5％は 1 週間に 1 回レクリエーション活動の
グループに参加していたことが報告されていた。

2‒2．成人期 ASD 者の余暇における他者との交流
ASD 者の障害特性である社会性の障害が関係し

ているかもしれないが、成人期 ASD 者の余暇活動
の先行研究では他者との交流に関する内容が多く
含まれていた。そして、それらの研究において 21）， 

23）， 32）、余暇の時間に仲間や友達との社会的交流を
持っている成人期 ASD 者は少ないことが報告され
ていた。例えば、上述の Orsmond et al.,32）が行なっ
た青年期・成人期の ASD 者の社会的レクリエー
ション活動と仲間関係に関する研究では、対象者の
46.6％は、学校や職場などの設定された環境の内に
も外にも友達関係を持っておらず、1 週間に 1 回以
上友達や隣人と交流があった対象者は 20.9％、学校
や職場の友人との交流があった対象者は 13.2％であ
り、日常的に友人との交流がある ASD 者は少ない
ことが指摘されていた。また、Liptak et al.,21）は 17
～ 21 歳（平均 19.2 歳）の ASD 者を対象に社会参
加に関する調査行った。その結果、過去 1 年間に一
回も友達と会わなかった人は 55.4％、一回も友達と
電話をしなかった人は 63.9％であり、対象者の半数
以上が友達との交流を持っていないことが明らか
になった。

こうした成人期 ASD 者の余暇における他者との
交流が少ない特徴は、同年代の健常者や他の障害
種と比較した研究からも明らかになっている。す
なわち、Wang & Berg43）は、成人期 ASD 者は同年
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また、Turcotte et al.,42）が行ったインタビュー調
査において、成人期 ASD 者を子にもつ保護者は、
ASD のある息子 / 娘の余暇における活動について、
座りがちで孤独な活動に多くの時間を費やしてお
り、スポーツに対する能力や興味がないと述べてい
た。また、Nichols et al.,31）は成人期の ASD の身体
活動における親の認識について、成人期 ASD 者を
子に持つ親 8 名に対しインタビュー調査による質的
研究を行った。その結果、成人期 ASD 者を子に持
つ親は、息子 / 娘の身体活動の実施に影響する個人
的要因として、情動行動、ルーティン、興味関心の
低さ、こだわり、運動能力、攻撃性、感覚過敏、認
知能力、予期せぬ行動といった ASD に関連する行
動があると考えていることが示唆された。さらに、
Buchanan et al.,5）も同様に、成人期 ASD 者を子に持
つ親にインタビュー調査を行った。その結果、息
子 / 娘の身体活動における阻害要因は興味関心が持
続しないことや、不安や体重の問題といった健康問
題であると認識されていることを明らかにした。こ
れらのことから、成人期 ASD 者を子に持つ親の認
識として、ASD の障害特性から起因する行動の問
題と本人の興味関心やモチベーションの低さ、健康
の問題が影響していると考えられていることがわ
かった。

その一方で、Orsmond et al.,32）は、社会活動やレ
クリエーション活動への参加頻度を予測する要因
を明らかにするために、最小二乗回帰分析を使用
し量的研究を行った。その結果、個人的要因とし
て、日常生活における自立性が高いこと、内在化
行動の問題があること、社会的相互作用スキルに
おける障害の程度が低いことが社会活動やレクリ
エーション活動への参加頻度に影響していた。ま
た、DaWalt et al.,6）は、FXS と知的障害のある ASD
者を比較した結果、行動の問題は社会活動やレクリ
エーション活動への参加頻度と関連しておらず、発
達段階に応じて差があることを示した。ここで言う
発達段階とは精神年齢ではなく暦年齢のことであ
る。また、ASD のある子どもと大人の肥満と身体
活動レベルの関連について調査した研究 8）による
と、発達段階（暦年齢）と肥満が身体活動レベルに
影響することが明らかとなった。また、Orsmond et 
al.,33）は、ロジスティック回帰分析を行い、ASD の
ある若年成人の社会参加に関連する予測因子を明
らかにした。その結果、会話能力や日常生活スキル

（functional skill）、自立性の低さが、社会参加の減
少の予測因子であったと報告した。さらに、Totsika 
et al., 41）は、ASD のある知的障害者における活動レ
ベルは ASD のない知的障害者に比べて低い傾向に

代の健常者と比較して、友達と遊ぶ（18％）、親し
い関係性を持つ（18％）、デートする（27％）と
いった友達や仲間との交流が有意に少ないこと
を明らかにした。また、Orsmond et al.,33）によれ
ば、成人期の知的障害（intellectual disability）、情
緒障害（emotional disturbance）、学習障害（learning 
disabilities）のある人と比較して ASD 者は、過去 1
年間のうちに一度も友達に会っていない（38.6％）、
友達と電話していない（47.2％）、活動に招待され
ていない（48.1％）と回答した割合が有意に高く、
社会的に孤立していることが報告された。このこと
から、余暇の時間において家族以外の他者との交流
が少ないことは成人期 ASD 者の特徴であることが
わかった。

3．余暇活動の参加に影響する要因
先行研究において、余暇活動に関連する活動への

参加実態に影響する様々な要因が検討されていた。
それらは大きく分けて個人的要因と環境的要因で
あった。

3‒1．個人的要因
成人期 ASD 者の身体活動を含む余暇活動や社会

的活動に影響する個人的要因として、ASD の障害
特性やそれに起因する問題（社会性の障害や行動
問題、適応能力など）、個人的属性（年齢、性別な
ど）、心理的状態（興味関心やモチベーション）な
どが検討されていた。例えば、Turcotte et al.,42）は、
ASD 者の社会参加の要因と障壁を明らかにするた
めに、19 ～ 34 歳の 3 名の ASD 者とその保護者を
対象にインタビュー調査を行った。その中で、ASD
者である本人は、社会参加を阻害する要因として、
光刺激や騒音、人がたくさんいる環境に対する過敏
性や、知らない人に会うことや新しい活動を生活に
取り入れることの困難さについて言及していた。す
なわち、ASD 者特有の感覚過敏や新規刺激に対す
る不適応が阻害要因となっていることが指摘され
ていた。また、Wang & Berg 43）は、成人期 ASD 者
の社会参加とその阻害要因について調査した。対象
者である成人期 ASD 者は、エクササイズなど健康
を維持するための活動に対してニーズはあるもの
の実施できない要因として、運動の計画を立てたり
健康記録情報を管理したりする困難さがあると回
答しており、これらは実行機能の障害が起因してい
ることを示唆していると述べている。これらのこと
から、成人期 ASD 者である本人は、感覚過敏や新
規刺激に対する不適応、実行機能の障害など、余暇
活動を行う上での直接的な困難さが要因であると
考えていることが推察できる。



73成人期自閉症スペクトラム障害者の身体的余暇活動に関する研究動向

あったが、適応能力を統制するとその差は見られな
かったことから、ASD の特性の有無ではなく、適
応能力に関連していると指摘した。また、Hamm & 
Yun11）は、自己決定理論（self-determination theory）
を用いて、成人期 ASD 者の身体活動とモチベーショ
ンのプロセスについて調査した。自己決定理論で
は、すべての個人が持っているとされる 3 つの基本
的な心理的ニーズ（自律性、能力、および関連性）
が満たされると、人々は行動に対する自己決定的な
モチベーションが高まり、行動に繋がるとされてい
る。3 つの心理的ニーズとモチベーション、身体活
動レベルにおける関連について調査した結果、3 つ
の心理的ニーズは、モチベーションを介して身体活
動レベルに影響することが明らかとなった。このこ
とから、Hamm & Yun11）は、身体活動において成人
期 ASD 者の基本的な心理的ニーズを高めることに
焦点を当てるべきであると結論づけた。以上のよう
に、量的研究によって、自立性や社会的相互作用ス
キル、日常生活スキルといった適応能力の低さや年
齢、モチベーションなどの個人的要因が影響してい
る可能性が示唆されたが、共通の知見は得られてい
ないことがわかった。

3‒2．環境的要因
先行研究において、身体活動や余暇活動に関連す

る社会的活動に影響する環境的要因として、人的環
境（他者の存在）、物的環境（資源の有無）などが
検討されていた。

例えば、Wang & Berg 43）の研究において、ASD
のある当事者は、現在行っていないが実施してみ
たい余暇活動の阻害要因のうち環境的要因とし
て、「一緒に活動を行う人が必要であること」と

「資源が不足していること」を挙げていた。また、
Turcotte et al.,42） によるインタビュー調査において、
対象者である ASD 者は、「レジャーやコミュニティ
活動の機会も限られていた」と語っており、成人
期 ASD 者の余暇活動の機会が少ないことを示唆し
ていた。また、Buchanan et al.,5）は、親によるイン
タビュー調査の結果から、友人や家族が身体活動を
行っていることが促進要因になりうると述べてい
た。さらに、Orsmond et al., 32）は、社会的・レクリエー
ション活動への参加に影響する環境的要因として、
受け取られるサービスの数、母親の社会活動やレク
リエーション活動への参加頻度、在学中のインク
ルージョンが関連しており、個人の特性に加えて、
環境要因に影響を受けやすいと述べている。以上の
ことから、環境的要因としては、共通して人的環境
と物的環境の不足が影響していることが明らかに
なった。

また、環境要因に着目したプログラムを実施する
ことによって、余暇スキルや身体活動量、余暇満足
度がどのように変わるかを検証した介入研究が行
われていた。例えば、Palmen et al.,34）は成人期初期
の ASD 者を対象に、余暇生活に関する余暇グルー
ププログラムの有効性を調査した。6 ヶ月の余暇プ
ログラムは 15 回のグループセッションで構成され
ていた。各セッションは、余暇に関する知識の習得

（紹介）、参加者の余暇生活の分析（評価）、余暇活
動への参加（従事）、余暇の計画・選択・手配の仕
方の習得（管理）、実際に行った余暇活動に関する
評価とフィードバック（一般化）の 5 つの要素で構
成された。プログラム中は、文字情報による指示、
タスク分析、写真などの視覚的な手がかりが使用さ
れた。余暇プログラム実施の前後でその有効性を調
査した結果、介入群はコントロール群と比較して、
余暇支援のニーズが満たされ、余暇に対する満足度
が向上した。

また、LaLonde et al.,19）は、21 ～ 26 歳の ASD 者
5 名に対して、有酸素運動のガイドラインに示さ
れる最低限の運動量以上を確保するための簡単な
手立ての効果を歩数の変化から検証した。すなわ
ち、活動のはじめに目標となる歩数を毎回設定し、
活動終了時にその設定された歩数と一致または超
えた場合、賞品がもらえるという介入方法（GSR：
Goal-setting & Reinforcement）による効果を検証し
た。参加者は、介入前に目標設定と強化がない条件
における歩数を測定し、その平均値から基準となる
歩数（ベースライン）を決定し、介入時の歩数と
比較した。その結果、ベースラインと比較すると
GSR 期間は全ての参加者において、歩数が増加し
10,000 歩以上という目標を達成した。

さらに、Savage et al., 36）は、20 ～ 24 歳の 3 名の
ASD 者に対して、身体活動実施の増加を目的に、
称賛のパターン（人による称賛と機械による称賛）
による影響とその効果を調査した。その結果、3 人
の参加者のうち 2 人は機械による賞賛、1 人は人に
よる賞賛の方がパフォーマンスの向上が見られた。
また、機械による賞賛で継続した 2 人の参加者は、
賞賛を減らしても運動を持続し、新しい環境でも
運動を継続した。しかし、人による称賛の方がパ
フォーマンスは向上した 1 人は、称賛を減らすと、
パフォーマンスは低下し、新しい環境下では実施し
なかった。

さらに、Jozkowski & Cermak 14）は、18 ～ 25 歳の
成人期 ASD 者 18 名と非 ASD 圏の成人 18 名を対象
に、テレビゲームを使った身体活動（exergaming）
において、ゲームの種類とプレイ条件（1 人または
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複数人）における身体活動レベルと楽しさの違いに
ついて比較した。その結果、両方のグループがすべ
てのゲームタイプにおいて 1 人でプレイするときよ
りもパートナーとプレイする方が、エネルギー消費
量が大きくと楽しいと感じており、ASD グループ
は、非 ASD グループよりも楽しさと心拍数、活動
レベルにおいて有意に高い反応を示した。

以上のことから、成人期 ASD 者の余暇活動を促
進するための方法として、ASD の特性に合わせた
余暇スキルを向上するプログラムや、報酬や称賛、
パートナーの存在について検証されており、それぞ
れにおいて一定程度の有効性が示されていた。

Ⅳ．考察
1．成人期 ASD者の身体的余暇活動

成人期 ASD 者の余暇の過ごし方として、テレビ
を見たり音楽を聴いたりするなどの家の中で座っ
て行う活動、いわゆるセデンタリーな活動がほとん
どであり、余暇の時間における同年代の他者との交
流が少ないことがわかった。つまり、成人期 ASD
者の余暇活動の特徴として、仲間や友人を必要とし
ない 1 人でできる活動が多く、日常的に行っている
活動はかなり限定的で、余暇活動としてのバリエー
ションは少ないことが推察される。この結果は 18）， 

28）， 29）、国内において指摘されていた成人期 ASD 者
の余暇活動の乏しさを支持する知見であった。その
一方で、ジョギングや散歩などの 1 人でできる軽運
動を余暇の時間に行っている成人期 ASD 者は少な
からずいることが報告されていた 3）， 4）， 32）。したがっ
て、成人期 ASD 者における余暇活動としての身体
活動の可能性は十分にあると考えられる。しかし、
ジムなどの地域のスポーツ施設を使用した身体活
動や、ルールのあるスポーツやレジャースポーツな
どの身体活動はほとんど行われておらず、より身近
な地域資源を活用した余暇としての身体活動を展
開していくためには、何らかの支援が必要性である
と考えられる。

以上のように、本研究において、成人期 ASD 者
の余暇の時間に取り組んでいる活動の特徴は明ら
かになったが、本研究の分析対象となった研究にお
いて、社会参加や日常生活における活動という枠組
みの中で調査されたものが多く、Hurd & Anderson13）

が示している余暇の 3 つの観点のうちの 1 つである
「心の状態としての余暇」という観点が含まれてい
るかどうかは不明である。例えば、成人期 ASD 者
を対象としたインタビュー調査では、「プールで遊
んだこともあるが、それは本当に楽しいと思うもの
ではなく、社会的義務のようだった」と語っており、

自らの楽しみといった内在的な動機や自己選択に
よって行われているものではないかもしれない。ま
た、中山 29）は、青年期・成人期の ASD 者は「やり
たいことがわからない」や「できるものがない」と
いう理由から、自由時間がありあまると指摘してお
り、成人期 ASD 者が余暇の時間に行っているセデ
ンタリーな活動においても、必ずしも内発的に動機
づけられた活動ではなく、他に選択肢がないために
行っている可能性が考えられる。

2．成人期 ASD者の身体的余暇活動への影響要因
身体活動を含む余暇活動への参加を阻害する個

人的要因として、感覚過敏や新規刺激に対する不適
応、実行機能など ASD のある人の困難さに関連す
ること、モチベーションや興味関心、発達段階（暦
年齢）、内在化行動の問題や ASD の障害特性（社会
的相互作用スキル）、自立性、認知能力、非合理的
な思考、会話能力、生活スキルの低下など適応能力
に関連することが指摘されているが、必ずしも共通
と言えるほどの見解が得られているとは言えない。
その理由として、当事者である成人期 ASD 者と成
人期 ASD 者に最も近いと考えられる親を含めた保
護者・研究者（支援者）の間で同じ観点で余暇に
影響する要因を捉えているわけではなく、その議論
が十分になされていない可能性があると考えられ
る。すなわち、本研究において、当事者である成人
期 ASD 者は、感覚過敏や新規刺激に対する不適応、
実行機能などのように、実際に余暇活動を実施する
上で直接的に影響する困難さが要因であると捉え
ていた。その一方で、親を含めた保護者の認識や量
的研究によって明らかとなった個人的要因は、ASD
の障害特性に起因する行動問題や適応能力、本人の
モチベーションや興味関心の低さなど様々な要因
が指摘されていた。

また共通の見解が得られていない理由として、障
害の有無にかかわらず成人期の特性が関連してい
る可能性がある。すなわち、青年期・成人期になる
と生活空間が広がり人間関係も拡大することが指
摘されている 35）。その中で、ASD 者は、ASD の障
害特性だけでなく、長い発達過程の中で様々な精神
活動や行動、周囲の人々とも影響しあい複雑な症状
や行動パターンを形成すると言われている 15）。し
たがって、要因が複雑であるために、身体活動を含
む余暇活動への参加を阻害する個人的要因を特定
しそれを改善することは難しいかもしれない。

その一方で、環境的要因は、共通してサービスや
資源の有無といった物理的環境と、家族の社会活動
やレクリエーション活動への参加頻度、一緒に行
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う他者の存在がいないといった人的環境が指摘さ
れており、日本だけではなく世界的に ASD の特性
に合わせたサービスが充実していないという現状
があることが明らかとなった。Lin20）は、成人期の
ASD 者における QOL の環境領域のスコアが低い要
因として、成人期の ASD 者はその障害特性に重点
を置いたサービスが不十分なために、レクリエー
ションや余暇活動に参加することが困難な場合が
あると述べている。また、松山 22）は障害者支援施
設における ASD 者に対する余暇支援の有効性に関
する研究において、生活支援員は ASD 者の余暇を
支援するにあたって、「個人に応じた支援」が最も
有効であると認識していると報告している。以上の
ことから、ASD の障害特性は、生涯にわたって残
ると考えられていることから、ASD の特性や障害
特性から起因する諸問題を解決するよりも、ASD
の特性に合わせた物的環境や人的環境を整備する
ことによって障害があっても身体的余暇活動を楽
しめるような支援方法を検討していくことが重要
であることが本研究から明らかになった。

3．成人期ASD者の身体的余暇活動の支援のあり方
成人期 ASD 者は、余暇の時間に行われている活

動として、セデンタリーな活動が多いことや、1 人
でできる軽運動を余暇の時間に実施している者は
少なくないことが明らかとなったが、「心の状態と
しての余暇」の観点を含んだ余暇活動として行わ
れているかどうかは疑問が残った。先行研究にお
いて、母親が余暇活動に取り組んでいる場合、息
子 / 娘も母親と同様の活動に参加する傾向があると
指摘しているように 32）、家族の社会活動やレクリ
エーション活動への参加が ASD のある息子 / 娘の
余暇活動への参加に影響することしていることや、
成人期の ASD 者を子にもつ親が、ASD のある息子
/ 娘に身体活動をやってほしいという希望を持って
いることが示唆されており 5）、当事者である本人よ
りも親の意向が影響していることが考えられた。ま
た、畑原ら 12）は、成人期 ASD 者の余暇支援に関す
る研究の中で、支援者の押しつけでなく、あくまで
も ASD 者が自らの意思で決め、尊重することを重
視することで、ASD 者の余暇に対するやる気につ
ながったと述べている。したがって、成人期 ASD
者の身体的余暇支援のあり方として、ASD 者のニー
ズや思いを把握し ASD 者本人が実施しないという
選択肢を含めた自己決定ができるような身体的余
暇活動支援が必要であると考えた。

また、成人期 ASD 者は余暇の時間に社会的交流
を必要としない活動を行なっている傾向が明らか

になった一方で、身体的余暇活動を阻害する要因
として一緒に行う他者がいないという人的環境が
影響している可能性が示唆された。このことから、
必ずしも余暇の活動において他者との交流を避け
ているのではなく、人的支援がないために 1 人でで
きる活動をせざるを得ず、結果的に余暇活動の選択
肢が少ない状況にあるのではないかと考えられた。
こうした状況は、コミュニケーションの障害のある
ASD 者にとっては、自らの努力では解決しにくい
問題であると考えられる。したがって、身体的余暇
活動支援において、いくつかある選択肢の中から自
分が楽しめる活動を選択できるようにするために
は、本人にとってストレスのない人的支援を検討し
ていく必要があると考えられた。

Ⅴ．今後の展望と課題
本研究において分析の対象となった論文の多く

は、知的障害を伴う成人期 ASD 者が対象になって
いることが多いため、回答の妥当性という観点か
ら、保護者によって回答されたデータを元にした研
究が多く見られた。そのため、当事者である成人期
ASD 者が身体活動を含めた余暇活動のあり方につ
いてどのようなニーズを持っているのかは明らか
となっていない。これまでの成人期 ASD 者におけ
る余暇活動に関する研究において、「心の状態とし
ての余暇」の観点は見過ごされてきたと言える。知
的障害を伴う場合の研究の方法論上の難しさはあ
るが、余暇活動支援を行う上で、「自分が楽しむ余
暇」であるかどうかという当事者の視点に立って、
実践と研究を積み重ねていく必要がある。その 1 つ
として、当事者である成人期 ASD 者に対して身体
的余暇活動を実施する際の主観的な困難さやニー
ズを明確にしていく必要がある。
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